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＜連絡事項＞
・平成30年度の労働協定等の職員代表として推薦された方の信任投票を下記の日程で実施。必ず投票する事。
　　投票期間：平成30年4月11日（水）～4月13日（金）8：00～17：00
＜患者様連絡事項＞
・柏山　知也様～窪田Ｄｒより御家族が面会希望した際には、隔離室にて面会対応可の指示あり。本日午後御家族来院し、隔離室内にて面会実施。処遇についても再度説明し、了承得ている。
臨時薬1日分処方、不穏時1回分処方となり本日朝食後に服用させるよう指示あり。
主治医面談については、4/11　16：30～か4/13午前中で調整の指示があり、家族確認中。

・太田　榮美子様～牛乳をヨーグルトへ変更したいと希望あり、4/10～ヨーグルト対応。
・根地戸　恵様～御家族より4/27退院の希望あり。深澤Ｄｒへ確認し、家族の都合に合わせるよう指示あり。
・泉山　紀子様～八戸赤十字病院受診し、右肩抜鉤し帰院される。次回の受診は、4/19　
10：00～。玉井皮膚科から処方されている軟膏を持参しており、掻痒部に使用して欲しいと希望あり。4/10馬渡Ｄｒへ指示受けしていく。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・木村　格治様～終日隔離継続中。臥床しており妄想発言は聞かれない。免許の更新にういて訴え、手紙を書く事はあるが、要求が過度となる様子は無い。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善できるよう看護介入行っていく。
・袴田　将志様～終日隔離継続中。食事・服薬の拒否は無く、食事は自力で摂取出来ている。疎通もとれており、自分の行動についても説明する事が出来ている。飲水の要求が過度となる事は無い。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善できるよう看護介入行っていく。
・澤村　彬様～終日隔離継続中。奇声を発したり、天井に向かっての独語あり。対面時には「おやつ」と要求するが、他には発語聞かれない。部屋から出ようとする様子は無い。引き続き、精神症状の観察を行い、早期に処遇改善できるよう看護介入行っていく。

・柏山　知也様～終日隔離継続中。行動のまとまりを欠いており、会話中にも話題が次々と変わる。疎通は可能。神や宗教に関する発言や妄想発言あるが、本人は幻覚・妄想を否定している。内服・食事は拒否無く応じている。
引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善できるよう看護介入行っていく。
・上村　節子様～身体拘束中。拒食、拒薬継続して見られており、口腔内へ入れるが吐き出している。排泄は腹圧を掛ける事で排尿確認している。指示の点滴トラブルなく施行中。拘束部位の循環障害なし。清拭・更衣行うが強い抵抗なし。主治医へ状態報告し、御家族に面会して頂き経口摂取困難である現状を見てもらうよう指示あり。面会後の状態によっては面談調整していく。深澤Ｄｒへ報告し、膀胱留置カテーテル挿入の指示あり施行。
＜要注目患者様＞

・三浦　幹様～依存発言頻回だが促しにて日課は自力で可能。食事摂取も自力で進めようとしないが、促しにて1/2～1/3摂取。ホールで過ごすよう促すが、短時間で自室に戻っている。移動は自力歩行可能。
・岡田　由太郎様～食事・服薬の拒否あり、促しにて食事摂取するが数口で遊び始める。口腔内にため込んだまま嚥下せず、歯が無い為常食の摂取困難見られている。服薬は再三の促しにて服用。介入には「ノーサンキュー」と訴えるが、抵抗や強い拒否なし。点滴は安全管理の為拘束実施し施行。
・松本　好子様～食欲亢進訴え盗食することがあり介入。介入にてトラブルはないが、説明後も同行為繰り返している。
＜新入院患者様情報＞
氏　　名：柏山　知也（かしやま　ともや）様

生年月日:平成10年9月28日　19歳

病　　名：統合失調症

入院形態:医療保護

主治医　:深澤Dr

【入院に至った経過】
　Ｈ30.2.18にオーストリアに渡航。立命館アジア太平洋大学からの推薦で2年留学する予定であった。授業が始まって1週間くらいしかたたないＨ30.3.7に意味不明な言動があり、急性精神病状態で保護されオーストリアの病院で入院となった。薬物療法にて症状改善し、Ｈ30.3.29退院。Ｈ30.4.5に自宅の八戸へ戻り、戻った時には、普通の状態で病的なところはほとんど無かった。

Ｈ30.4.7より急に落ち着かず不穏状態となり、Ｈ30.4.8当院受診。診察し入院必要性あり、Ｈ30.4.8　12：00医療保護入院となる。

　入院後も脱衣し奇声をあげながらホール内を走り回る、テーブルに飛び乗る、他室侵入などの迷惑行為著明。窪田Dr診察し、急性精神運動興奮等のため、不穏、多動、爆発性などが目立ち、一般の精神病室では医療または保護を図ることが著しく困難な状態であり、隔離が必要な状態であることが認められたため、H30.4.8　12：00終日隔離開始となる。
【備考】
・家族洗濯・カードなし
・御家族より、検査実施時には家族へ検査内容を電話で伝えてから実施の希望あり。窪田Ｄｒから了承の返答伝えている。
・入院時には主治医が決定していなかった為、主治医決定後に面談の希望あり。
4/11　16：30～、4/13午前中のどちらかで調整中。
・日本帰国以後の通院先については、未定。オーストリアの病院での診断書については、お父様が翻訳中。翻訳語持参して頂けるとの事。
